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東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会 第２９回会合

資料２

現地調査の実施状況について
（・１号機原子炉建屋４階調査、

・３号機RHR配管滞留ガス調査関係（福島第一５号機）、

・２号機シールドプラグ変形調査関係（敦賀１号機）、

・PCV内ケーブル調査関係（敦賀１号機） ）

2022年4月26日

東京電力福島第一原子力発電所事故対策室
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（１）１号機原子炉建屋４階調査について

（2022年4月15日）
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（１）１号機原子炉建屋４階調査について

3

（１）目的

事故時に発生した水素爆発について、爆発が発生した状況や影響等に関してより詳細な検討を行うため、水素爆発

の痕跡の有無、原子炉建屋の天井や梁、非常用復水器（IC）の損傷状況等を確認するために、１号機原子炉建屋４階を

中心に調査を実施した。

（２）場所

①１号機原子炉建屋

（３）調査日

２０２２年４月１５日
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（４）調査実施者

２０２２年４月１５日 山中原子力規制委員会委員

原子力規制庁職員 ５名

（５）被ばく線量

２０２２年４月１５日 最大： 2.1 mSv、最小： 1.8 mSv

※被ばく線量[mSv]の最大、最小は、調査実施者のうち、最も被ばく線量の高い人の値と低い人の値を１日の合計値とし

て示した。

（１）１号機原子炉建屋４階調査の実施概要
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○建屋内調査（１号機原子炉建屋３階）［１／７］

東京電力資料より抜粋一部加工

現地調査ルート
（2021年11月26日）

2021年11月26日原子力規制庁撮影

室内に向かって扉等が破損
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東京電力資料より抜粋一部加工

現地調査ルート
（2021年11月26日

2022年4月15日）

2021年11月26日原子力規制庁撮影

○建屋内調査（１号機原子炉建屋４階）［２／７］

４階天井が損傷

- 76 -



7
東京電力資料より抜粋一部加工

現地調査ルート
（2021年11月26日

2022年4月15日）
2021年11月26日原子力規制庁撮影

○建屋内調査（１号機原子炉建屋４階）［３／７］

４階天井ハッチのずれ及び４階天井部
の梁の損傷
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東京電力資料より抜粋一部加工

現地調査ルート
（2021年11月26日

2022年4月15日）

2021年11月26日原子力規制庁撮影

○建屋内調査（１号機原子炉建屋４階）［４／７］

換気空調系のダクト変形
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東京電力資料より抜粋一部加工

現地調査ルート
（2021年11月26日

2022年4月15日）

2021年11月26日原子力規制庁撮影

○建屋内調査（１号機原子炉建屋４階）［５／７］

非常用復水器（IC）の保温材脱落等
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東京電力資料より抜粋一部加工

現地調査ルート
（2021年11月26日

2022年4月15日）

2022年4月15日原子力規制庁撮影

○建屋内調査（１号機原子炉建屋４階）［６／７］

換気空調系ダクトの損傷
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東京電力資料より抜粋一部加工

現地調査ルート
（2021年11月26日

2022年4月15日）

2022年4月15日原子力規制庁撮影

○建屋内調査（１号機原子炉建屋４階）［７／７］

換気空調系のダクト変形
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○線量測定結果（１号機原子炉建屋１階及び２階）

東京電力資料より抜粋一部加工

現地調査ルート
（令和３年11月26日）１階 ２階

0.7 1

：原子力規制庁による測定結果（mSv/h）（2021/11/26）
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○線量測定結果（１号機原子炉建屋３階及び４階）
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（２）３号機ＲＨＲ配管滞留ガス調査関係（福島第一

５号機）について

（2022年3月3日、4月14日）
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（２）３号機ＲＨＲ配管滞留ガス調査関係について

15

（１）目的

３号機の残留熱除去系（ＲＨＲ）熱交換器（Ａ）及び配管における廃炉作業において、水素及びＫｒ－８５を含む可燃性

ガスが滞留していることが確認された。東京電力は、当該滞留ガスの試料採取を行うとともに、東京電力福島第一原子

力発電所事故当時にＳ／Ｃ又はＤ／Ｗからのガスが流入したものと推定している。

当該滞留ガスがどのようなメカニズムにより、ＲＨＲ熱交換器廻りの配管内に蓄積したのか検討を進めるため、３号機

ＲＨＲと同様の系統構成を有する５号機ＲＨＲ配管の調査を行った。

（２）場所

①５号機原子炉建屋

（３）調査日

２０２２年３月３日（予備調査）、４月１４日
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（４）調査実施者

２０２２年 ３月 ３日 原子力規制庁職員 ５名（予備調査）

４月１４日 山中原子力規制委員会委員

原子力規制庁職員 ５名

（５）被ばく線量

２０２２年 ３月 ３日 最大：0.06 mSv、最小： 0.03 mSv（予備調査）

４月１４日 最大：0.03 mSv、最小： 0.01 mSv 

※被ばく線量[mSv]の最大、最小は、調査実施者のうち、最も被ばく線量の高い人の値と低い人の値を１日の合計値とし

て示した。

（２）３号機ＲＨＲ配管滞留ガス調査関係の実施概要
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○５号機RHR配管の確認状況

写真は、いずれも2022年4月14日に原子力規制庁撮影
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【参考】
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【参考】
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（３）２号機シールドプラグ変形調査関係

（敦賀１号機）について

（2022年4月8日）
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（３）２号機シールドプラグ変形調査関係について

21

（１）目的

２０２１年１２月に実施した２号機シールドプラグの形状測定結果を基にシールドプラグの変形の可能性を検討するた

め、比較検討用に３Dレーザースキャナーによる福島第一５号機シールドプラグ及び島根１号機シールドプラグの形状測

定を実施した。

今回、敦賀発電所１号機のシールドプラグについて、形状測定（３Dレーザースキャナーによる測定）を行った。

（２）場所

①敦賀発電所１号機原子炉建屋

（３）調査日

２０２２年４月８日（3Dレーザースキャン）
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（４）調査実施者

２０２２年 ４月 ８日 原子力規制庁職員 ５名（敦賀１号機調査）

（５）被ばく線量

２０２２年 ４月 ８日 －mSv （敦賀１号機調査）

（３）２号機シールドプラグ変形調査関係の実施概要
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（単位：mm）

※株式会社富士テクニカルリサーチの協力の下、「Galaxy-Eye」により分析

○敦賀発電所１号機シールドプラグの形状測定
（各測定点の高低差による分析）

全体的に平坦

ＤＳピット側（図の左側）は、やや落ち込んで
いる傾向が見られる（シールドプラグ中心と
比較して、最大で4cm程度）（下の写真参照）。
パーツ間の高低差はほとんどない。
パーツ間のすき間は最大1.5cm程度。

写真は、2022年4月8日に原子力規制庁
調査時に日本原子力発電が撮影
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シールドプラグ表面の状況（敦賀1号機）

2022年4月8日に原子力規制庁撮影

表面を拡大

写真は、2022年4月8日に原子力規制庁
調査時に日本原子力発電が撮影
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シールドプラグの形状比較
（1F2号機、1F5号機及び敦賀1号機の比較）

25
※：株式会社富士テクニカルリサーチの協力の下、「Galaxy-Eye」により分析

図2-1 1F2号機シールドプラグ
の変形状況

（単位：mm）

図2-2 1F5号機シールドプラグ
の変形状況

図2-3 敦賀1号機シールドプラグ
の変形状況
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（４）PCV内ケーブル調査関係（敦賀１号機）

について

（2022年4月8日）
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（４）PCV内ケーブル調査関係について

27

（１）目的

福島第一原子力発電所３号機の水素爆発時に生じたと考えられる可燃性ガスの発生源の検討に資するために、ケー

ブル加熱試験等に用いた原子炉格納容器内のケーブル、保温、塗料材等の試料について、福島第一５号機原子炉格

納容器内及び島根原子力発電所１号機原子炉格納容器内の同様のケーブルや保温材等の敷設状況の確認を行った。

今回、日本原子力発電株式会社敦賀発電所１号機の原子炉格納容器内のケーブル、保温材、塗料等の敷設状況を

確認した。また、原子炉建屋２階の非常用復水器隔離弁及び４階非常用復水器の状況確認を行った。

（２）場所

①敦賀１号機原子炉格納容器内

（３）調査日

２０２２年４月８日（原子炉格納容器内調査）
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（４）調査実施者

２０２２年 ４月 ８日 原子力規制庁職員 ５名（敦賀１号機調査）

（５）被ばく線量

２０２２年 ４月 ８日 －mSv （敦賀１号機調査）

（４）PCV内ケーブル調査関係の実施概要
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○調査箇所（敦賀１号機格納容器内）

No. 対象 場所 備考

1 エポキシ樹脂塗料 ドライウェル内面塗装 ドライウェル内面上塗りに使用

ドライウェル内面下塗りには無機亜
鉛塗料を使用

2 ウレタン保温材 原子炉補機冷却水系配管

3 ポリイミド発泡体保温材 ドライウェル空調用ダクト

4 エポキシ樹脂塗料 CRD搬入口入口

5 原子炉再循環ポンプ
モータ潤滑油配管

原子炉再循環ポンプ

PCRD

原
子
炉
圧
力
容
器

原子炉格納容器

その他、日本原電の資料により、格納容器内の

ケーブル等の状況及び仕様等の確認を実施。
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○調査箇所（敦賀１号機格納容器内）

PCRD

原
子
炉
圧
力
容
器

原子炉格納容器写真はいずれも2022年4月8日の原子力規制庁調査時に日本原子力発電により撮影。

CRD搬入口入口 再循環ポンプ動力ケーブル
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○調査箇所（敦賀１号機格納容器内）

PCRD

原
子
炉
圧
力
容
器

原子炉格納容器写真はいずれも2022年4月8日の原子力規制庁調査時に日本原子力発電により撮影。

原子炉再循環ポンプ
モータ潤滑油配管

原子炉再循環ポンプモーター
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○調査箇所（敦賀１号機格納容器内）

PCRD

原
子
炉
圧
力
容
器

原子炉格納容器写真はいずれも2022年4月8日の原子力規制庁調査時に日本原子力発電により撮影。

ドライウェル床面塗料 ドライウェル空調ダクト
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○ケーブル加熱試験の試料（福島第一５号機PCV内調査）

出典：東京電力福島第一原子力発電所の事故の分析に係る検討会（第２２回会合）資料３－４
東京電力福島第一原子力発電所の事故の分析に係る検討会（第２３回会合）資料５－２

【参考】
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現地調査時確認事項

PCV内ケーブル調査関係（福島第一５号機 2022年2月18日）
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○その他PCV内のケーブル等

東京電力からの提供情報を原子力規制庁において整理。

現地調査時の確認点 確認内容

① PLRポンプ動力ケーブルのポンプからペネまでの長さ PLRポンプ（A系）は、13m、14m、13m。

PLRポンプ（B系）は、3本とも22m。

② PCV内で使用されている潤滑油やグリスの有無 PLRポンプ（A系）の上部軸受け潤滑油（FBKタービン油） 170 リットル

同下部軸受けの潤滑油（FBKタービン油） 17 リットル

（B系も同様）

③ 電気ペネの本数 高圧ペネが4本、低圧ペネが14本、核計装ペネが4本。合計20本。
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